
人口（住民記録者数）【前月比】 世帯282,867人（うち外国人＝11,809人）【150人減】 163,058世帯 ※いずれも9月1日現在男＝133,510人 女＝149,357人

　活動を続けられた理由を会員のかたに尋ねると、口をそろえて堀内さん
の人柄の良さを挙げます。指導時は真剣そのものですが、優しく朗らかな
堀内さんが中心にいたからこそ、これほど長く活動が続いてきたのでしょう。
日本ならではのこの文化
の面白さを、多くのかた
に体験してほしい。そう
願いつつ、これからも堀
内さんは指導と稽古を続
けていきます。
　「若いかたにも、民謡の
楽しさを知ってほしいです。
会員一同、大歓迎します」と
お話しいただきました。

　「唄が上手じゃなくても、唄本を見ながらでもいい。手拍子ひとつで誰で
も楽しめるのが民謡の良さ」と話す堀内さん。現在は、春と秋の文化祭に
加え、めぐろパーシモンホールや区民センターで年に4回程度の舞台を開
催。週1回程度、仲間とと
もに指導や稽古に励んで
います。
　「集まる予定があるか
ら、練習する。練習するか
ら元気でいられる」。100
歳を迎える堀内さんの健
康の秘訣は、会の活動に
あるのかもしれません。

　堀内さんが民謡を本格的に始めたのは、子育て世代だった頃。親同士の食
事会で「みんなで集まるなら民謡でもやろうか」と声が上がり、その輪の中で
「一番唄が上手そうだから」と推され、中心的な役割に。最初は気軽な集まり
でしたが、次第に仲間が増え、師匠に弟子入りして学ぶようになりました。やが
て連合会として活動を広げ、会員数は一時350人を超えるまでに成長。当時
の舞台では立ち見が出るほどの盛況ぶりだったと語ります。

活動のはじまりは地域の人との食事会

民謡の楽しさを未来につなぎたい

気負わず、楽しめることが民謡の魅力です

民謡活動を行う区内の団体で構成される目黒区民謡連合会の発起人で、区で
活動している「たろう会」の会主。昭和40年代から活動を開始し、60年近く経っ
た現在でも年4回の舞台や週1回程度の稽古を続けている。民謡を通じた仲
間との交流が、長年の活動の原動力となっており、11月で100歳を迎える。

目黒区民謡連合会相談役、たろう会会主
ほりうち たろう

堀内太郎さん （99歳）
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8清掃リサイクル課計画普及係（t5722-9883、f5722-9573）

4 区内在住者
79月30日までに、区w/ハガキ（クイズの答え、区報で取り上げて
ほしいこと、今号の感想、郵便番号・住所、氏名、年代を記入）

9広報広聴課（〒153-8573目黒区役所〈住所不要〉）。当選者の発
表は、引換券の発送をもってかえさせていただきます

8広報広聴課（t5722-9486、
f5722-8674）めぐろ区報 読者プレゼント

ヒントは2・3面に

クイズの回答者に、区内のお店
から提供していただいた自慢の
品物やサービスを進呈します。

抽選

5人

目黒区民まつりの会場図の
中にいる気仙沼市公式観光
キャラクター「海の子ホヤぼ
ーや」が持っているものは？
①さんま②大漁旗③カボス

今月のプレゼント シワ改善・リフトアップフェイシャルエステ(20分)

クイズに答えて応募しよう！

提供していただいたのは

「心と身体をより健康により美しく」を
かなえるトータルウエルネスサロン。リ
ラックスできるプライベート空間で、エ
ステからヒーリングまで、極上のオー
ダーメイド施術を提供します。

INANNA SALON TOKYO
（イナンナ　サロン　トウキョウ）

リチウムイオン電池を捨てる時は分別に気を付ける
べきと聞きました。リチウムイオン電池はどのよう
な商品に使われているのか知りたいです。

モバイルバッテリー、電子たばこ、加熱式たばこ、
携帯型扇風機、電動シェーバー、電動歯ブラシ、コー
ドレス掃除機などのバッテリー、電動式おもちゃな
ど、充電して使う商品に使われているよ。

区内10カ所に設置した回収ボックスや、リサイクル協力店で回
収しているよ ！
清掃車や処理施設で火災事故が起きてしまうから、燃やすご
み、燃やさないごみ、資源には絶対に混ぜないでね ！

ごみに関する疑問や
質問をお寄せください

区wまたはハガキで、清掃リサイクル課計
画普及係（〒153-8573目黒区役所〈住所
不要〉）へ。ゴミラスが選んで回答します。

これまでゴミラスが
回答したQ＆Aを

公開中

vo l .

011:00～２０:００（不定休）
1上目黒5-8-8 t080-7016-0118

区はこれまで区有施設見直し方針・計画を策定し、平成24年度から持続可能な
施設サービスの提供に向けて取り組んできました。今後、令和８年度の区有施設
見直し方針・計画の改定に向けて、意見交換会などを行いながら検討を進めて
いきます。
このたび、改定に向けて「公共施設等マネジメントの推進に向けた基本的な考え
方」を作成しました。公共施設等マネジメントとは、社会状況の変化や財政的な
課題に対応し、公共施設などの最適利活用を実現するという考え方です。詳細
は区wをご覧ください。

89資産経営課（〒153-8573目黒区役所〈住所不要〉、
　t5722-9876、f5722-6134）

公共施設等マネジメントの
取り組みを進めます

意見交換会を開催します
区有施設見直し方針・計画改定に向けた取り組みの説明と、意見交換
の場を設けます。公共施設の将来について、一緒に考えてみませんか。

0 ①10月１８日（土）９：３０～１２：００
 ②10月２８日（火）１８：００～２０：３０
1 ①総合庁舎レストラン（本館1階）
    ②緑が丘文化会館
4 区内在住者

5各20人程度（抽選）
79月26日までに、区w/FAX/郵送（郵
便番号・住所、氏名〈ふりがな〉、電話、希
望日①または②、手話通訳・保育希望者
はその旨）

お知らせ

8保健予防課感染症対策係（t5722-9896、f5722-9890）

結核・呼吸器感染症予防に関する展示
ポスターの掲示、パンフレットの配布を行います。
0 9月24日（水）～30日（火）
1西口ロビー（総合庁舎本館1階）

保健衛生

結核・呼吸器感染症
予防週間

厚生労働省では、毎年9月24日～30日を結核・呼吸器感染症予防週間
と定め、呼吸器感染症が流行する秋冬前に、マスク着用を含む咳エチ
ケット、手洗い、換気などの基本的感染対策や予防接種の重要性など
の呼吸器感染症に関する知識の普及啓発を行っています。
20世紀に入ってから起こったパンデミックは全てが呼吸器感染症であ
り、今後も繰り返されることが予想されます。次のパンデミックに備え
て、呼吸器感染症への関心を持ち続けましょう。

9月24日
～30日

国勢調査は、5年に一度行われる国の最も重要な統計調査で、日本に住む全
ての人と世帯（外国人含む）を対象に人口や就業状態などを調査します。
国勢調査の結果は、少子高齢化の将来予測や災害対策などのさまざまな施
策計画の基礎資料に役立てられます。

8地域振興課統計係（t5722-9874、f5721-7807）

国勢調査にご協力ください
お知らせ

8広報広聴課（t5722-9486、f5722-8674）

4 飼い主が区内在住の犬・猫
79月29日までに、区w

めぐろ区報12月1日号は、昭和26年に発行してから、2222号を迎え
ます。2222（ニャーニャーニャーニャー）にかけてペット特集を企画
中です。特集の表紙を飾る、犬・猫の写真を募集します。ぜひご応
募ください。

調査書類の配布（9月下旬）　調査員が各世帯を訪問し、調査書類を配布します。
調査への回答（10月上旬から中旬）　回答期限：10月8日
以下のいずれかの方法で回答できます。
●インターネット　●郵送　●調査員による回収
8国勢調査コンタクトセンターt0570-02-5901
　※IP電話などの場合はt6628-2258（9月16日～11月7日9:00～21:00）

調査方法

調査員は調査員証を身に着けています。金銭や銀
行口座の暗証番号、クレジットカード番号などを求
めることは絶対にありません。

国勢調査を装った詐欺にご注意ください

日本で初めて国勢調査が行われたのは、大正９年
（1920年）。それから100年の歳月が流れ、時代も
大正から昭和、平成、そして令和へと変わってきま
したが、国勢調査の重要性に変わりはありません。
今を知り、よりよい未来をつくっていくために、国民
の皆さまの理解を得て、国内に住む全ての人と世
帯を漏れなく、正確に把握することが必要です。

国勢調査は100年以上の歴史のある調査です

▲「国勢調査100年の
あゆみ」表紙

申し込みは
こちら

改定検討スケジュール(予定）

令和７年10月 令和8年10月頃 令和9年3月頃
方針等改定素案 改定・公表意見交換会などの区民参画機会

【写真テーマ】愛犬・愛猫の一推し写真

・写真の著作権は撮影者に帰属し、区の無償利用を承諾するものとする
・応募は1家族1点に限る
・応募写真は、編集加工する場合があるほか、区公式ウェブサイト・SNSなどで活用さ 
 せていただく場合あり
・応募写真に人物が写り込む場合には、事前に肖像権の許諾が
 あるものに限る
・未成年のかたが応募する場合は保護者の同意が必要
・応募いただいた全ての写真を掲載できない場合あり

注意点（詳細は必ず区wをご確認ください）

ワン ニャンの写真大募集

応募は
こちらから

ニャーニャーニャーニャー
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